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問
　
開
園
か
ら
一
年
が
経
過
す
る

御
南
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
効
果
と

今
後
の
課
題
は
。�

　
答
　
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
に
よ
り
、
小
学
校
や
地
域
と
の

連
携
が
図
れ
、
幼
稚
園
と
保
育
園
が

一
緒
に
あ
る
こ
と
で
、
情
報
交
換
や

子
育
て
相
談
が
で
き
、
地
域
の
育
児

拠
点
と
し
て
人
気
が
高
い
。
今
後
、

合
同
保
育
等
の
推
進
・
強
化
に
向
け
、

他
の
幼
保
連
携
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
研
究
、
実
践
し
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
本
市
職
員
の
給
与
、
諸
手
当

等
を
見
直
し
す
べ
き
で
は
。�

　
答
　
平
成
13
年
度
は
、
退
職
手
当

の
特
別
昇
給
を
引
き
下
げ
る
と
と
も

に
、
15
年
度
か
ら
調
整
手
当
六
％
の

二
年
間
で
の
段
階
的
引
き
下
げ
を
決

定
し
た
。
14
年
度
は
給
料
本
体
を
引

き
下
げ
た
が
、
引
き
続
き
調
整
手
当

三
％
に
向
け
た
見
直
し
を
検
討
す
る
。

人
事
院
勧
告
や
国
の
動
向
、
地
域
の

状
況
等
を
勘
案
し
、
市
民
理
解
の
得

ら
れ
る
給
与
水
準
を
目
指
し
た
い
。�

�������

　
問
　
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定

供
給
に
向
け
た
施
策
の
推
進
を
。�

　
答
　
現
在
、
膜
ろ
過
を
中
心
と
す

る
高
度
浄
水
処
理
の
実
験
等
に
努
め

る
と
と
も
に
、
平
成
14
年
度
か
ら
は
、

鉛
製
給
水
管
の
解
消
事
業
を
開
始
し
、

15
年
度
か
ら
は
、
水
質
劣
化
の
恐
れ

が
あ
る
貯
水
槽
水
道
の
実
態
調
査
を

行
い
、
点
検
サ
ー
ビ
ス
の
準
備
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
市
民
が

安
心
し
て
水
道
を
使
用
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
。�
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問
　
平
成
17
年
度
開
催
の
岡
山
国

体
で
は
、
宿
泊
施
設
の
不
足
に
よ
る

民
泊
を
計
画
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
取
り
組
み
状
況
は
。�

　
答
　
市
内
で
約
千
人
の
民
泊
が
必

要
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
競
技

会
場
と
の
距
離
を
考
慮
し
、
県
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
市
浦
安
総
合
公
園
周

辺
で
の
依
頼
を
考
え
て
い
る
。
現
在
、

市
民
運
動
推
進
協
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
民
泊
協
力
会
設
置
に
向
け
、

連
合
町
内
会
等
の
関
係
団
体
に
協
力

要
請
し
て
お
り
、
15
年
度
中
に
は
体

制
を
整
備
し
た
い
。�
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問
　
中
央
卸
売
市
場
の
荷
受
量
が

減
少
傾
向
で
深
刻
な
経
営
状
況
に
あ

る
が
、
今
後
の
歯
止
め
策
は
。�

　
答
　
関
係
業
界
等
と
意
見
交
換
を

重
ね
て
い
る
が
①
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

生
産
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
に

よ
る
集
荷
力
向
上
②
市
場
利
用
者
の

利
便
性
向
上
を
図
り
顧
客
本
位
の
市

場
を
つ
く
る
こ
と
③
卸
・
仲
卸
業
者

の
経
営
体
質
強
化
と
量
販
店
等
と
の

連
携
強
化
に
よ
り
販
売
力
を
高
め
る

環
境
の
創
出
―
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。�
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問
　
経
済
不
況
に
よ
り
中
高
年
の

再
就
職
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

本
市
退
職
職
員
の
嘱
託
採
用
を
廃
止

し
、
一
般
か
ら
募
集
し
て
は
。�

　
答
　
市
関
連
の
公
益
法
人
で
は
、

行
政
に
関
係
す
る
業
務
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
、
市
退
職
者
を
充
て
る
場

合
が
あ
る
。
本
市
で
も
、
職
員
時
代

の
経
験
等
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効

な
場
合
に
は
、
嘱
託
員
と
し
て
再
雇

用
し
て
い
る
が
、
地
域
の
人
材
発
掘

と
退
職
者
の
知
識
等
の
活
用
と
い
う

両
面
か
ら
、
人
的
資
源
の
効
率
的
活

用
に
向
け
適
切
に
対
応
し
た
い
。�
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問
　
新
宿
ビ
ル
火
災
以
降
、
雑
居

ビ
ル
の
査
察
が
強
化
さ
れ
た
が
①
消

防
法
改
正
に
よ
る
今
後
の
対
応
は
②

悪
質
な
建
物
を
公
表
す
べ
き
で
は
。�

　
答
　
①
違
反
是
正
・
防
火
管
理
の

徹
底
、
避
難
・
安
全
基
準
の
強
化
を

基
本
に
、
一
層
厳
し
く
対
応
し
て
い

く
②
違
反
措
置
命
令
を
発
し
た
場
合

に
は
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
現
在
、
県
下
十
四
の
消
防
本

部
で
、
公
表
に
向
け
て
統
一
的
な
火

災
予
防
違
反
処
理
規
程
を
作
成
し
て

い
る
。�

�������

　
問
　
市
民
に
行
政
の
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
よ
り
一
層
の
情
報
公

開
を
。�

　
答
　
平
成
15
年
度
に
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
と
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
を
稼

働
さ
せ
、
常
時
公
開
可
能
な
文
書
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
公
文
書
の
開

示
を
請
求
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
計
画

し
て
い
る
。
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
と
と
も
に
、
情
報
公
開
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を
継
続
し
た
い
。�
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問
　
水
道
料
金
の
収
入
未
済
額
が
、

平
成
13
年
度
は
二
億
三
千
万
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
収
納
率
の
向
上
を
。�

　
答
　
長
引
く
景
気
低
迷
等
の
影
響

か
ら
、
累
積
未
収
金
は
増
加
傾
向
に
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